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刺:伏況を 要約 報告する｡.

本年 度は第 1JUj5が 打十両U刃最冬年度にあた .1), これ までU)現地調剤 廿/)tujと りま とJノ)と,

第2期計両の策定 に 主力を そそ ぐー

新年 度人 車と して,飯日成助 手が畏ノ告lflS助教技 に打任 し, 後任 に偏眉克郎人守院′芋!l:_カリ拙 J

された ｡

現地 調査研究 と して且 タ/日射iiI代史C/)研究をすす王)るか たわ らバ ンコ ク連絡 車務 所(ノ))机i-

･妄了 ,とめた石 持米/i/LE助教接 (束南ア冊)が研究を終 えて 4月に帰国 した ｡ かわ って福井助 手 (束

南 アltJr-) が所長代理 と して赴任 し,同情 に タイ囚米穀吊試験場で｣.出 納 二速ノ羊Uーリエ験研究を行な

ってい る｡ 3月か らタイとマ レー シアで瀧潜排水再調 査をすすめていた宮十 聞義一 教技 とfI''i-ILl

能 宏助手 (堤) :j:4日に, また咋隼 8り以 来メナム沖机 平野の地質′芋的調査 畔 先に従 車 して い

交換計 画 と して,わた くし悠 4rl, ア メ リカU_)日射系梓引期を訪侶jした ｡ 外国か らU)訪旧情 も影

∴ と くに London )(I?I:i/jC.A Fisher教侵 (束両 アジア地理′芋),来 両ア ジア史U)怖戒 で Li:)

る Ohl0人守∴LF.Cady教侵U)'作を動 でて お きたいO また軒先例会で は Hull人草U〕Wilson

教接C/_Jl用吉 もあ ったL,

束両ア ジア農業技 術 シ ンポ ジウムが 6月にH.L･j催 され ,セ ンター側ujl叶先者 と,外務 ･F'Jl封本 ･

丈[:I,Ji3各省そC/)他闇係機闇のIrllti-業技f眉蛮力実務臣＼[/;者 とC/)活発な討議 が行なわれた ｡

出版計画 と して は,Reportsonresearchin Southeast Asiau)Naturalscience series

No.2;TadayoWatabe,GlutinousRiceinNorthernThailandがJ川仮され た｡ これ は束情

ア ジアulもち米につ いて 世界で は ∵めての ま とまった研ノ先で あ るO さらに年刊 ｢東南ア ジア研

究 セ ンタ-所 報｣iVが 予定 どお り刊行され た C

本隼度よ り,社会構造 研究 部門と賢料祁とが 【仁式に設 目 されたC セ ンターが組織 と して もま

す ます充実 して きた こと/をよ ろ こぼ し く思 う ｡
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